
別紙
Ⅰ　事業評価総括表（平成30年度） （単位：円）

Ⅱ　事業評価個表（平成30年度） 　　　　　　

評価年度の設定理由
事業の最終年度となるため。

適正な維持整備（当該路線の
舗装整備）

交付金事業路線の舗装整備
　　　（舗装修繕延長 ｍ）

達成度

目標値

事 業 開 始 年 度 平成28年度 事業終了（予定）年度 平成30年度

成果実績

％

ｍ

ｍ

100.8

942.0

評価年度　　平成30年度

950.0

交 付 金 事 業 の 概 要
・町道一里塚・台ノ原線は、住民の生活道路及び発電施設周辺地域・観光施設へのルートとして使用頻度が高い路線で
あるため、利用者の安全・安心を確保するべく整備を行い、より一層の利便性を図ります。
・舗装　Ｌ＝510.0ｍ、Ｗ＝5.5ｍ/6.5ｍ、Ａ＝2,800㎡、ｔ＝5.0㎝

事 業 期 間 の 設 定 理 由 住民ニーズに迅速に対応するため、3ヵ年での完了を目指すもの。
成果目標 成果指標 単位

交付金事業に関係する市町村の主要
政 策 ・ 施 策 と そ の 目 標

【主要政策・施策】
第二次加美町総合計画（平成27年度～36年度）
　第2章 基本計画
　　第3節 安全・安心で快適に暮らせるまち
　　　3 総合的な交通体系の整備
　　　(2) 生活関連道路網の整備
・町内の道路網には、路面の凹凸やわだちの修繕、区画線の再設置などを実施すべき箇所が多く見受けられ、通行及び
運転の安全面からみた道路機能が低下している路線もあることから、適正な道路の維持整備を図ります。
【目標】
誰もが安心して通行できる道路を整備します。

1

加美町

公共用施設に係る整備、維持補修又は修繕
運営等措置

町道一里塚・台ノ原線舗装維持修繕事業

交 付 金 事 業 者 名 又 は 間 接 交 付 金 事 業 者 名
交 付 金 事 業 実 施 場 所 加美町宮崎字南地内

番号 措　　　置　　　名 交　　　付　　　金　　　事　　　業　　　の　　　名　　　称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は修繕運営等措置

町道一里塚・台ノ原線舗装維持修繕
事業

加美町 18,522,000 4,852,000

交付金事業の成果目標及び成果実績

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備　考番号 措　　置　　名 交 付 金 事 業 の 名 称
 交付金事業名又は間
 接交付金事業者名



無

加美町企画財政課
加美町建設課

0 0 0
5,008,000 5,010,000

H28～30　  　33,438,960
4,852,0005,010,0005,008,000
18,522,000

小野田建設株式会社 18,522,000

交 付 金 充 当 額
うち文部科学省分

4,852,000

道路整備 指名競争入札

0
14,870,000

うち経済産業省分

備考30年度29年度28年度

14,870,000

7,782,4807,134,480
交 付 金 事 業 の 総 事 業 費 等

総 事 業 費

220.0
活動実績
活動見込
達成度

舗装修繕延長（ｍ）
交付金事業の活動指標及び活動実績

100.0 100.0 100.0

ｍ
ｍ
%

510.0220.0220.0

・町道一里塚・台ノ原線は、住民の生活道路及び発電施設周辺地域・観光施設へのルートとして使用頻度が高い路線で
あるため、利用者の安全・安心を確保するべく整備を行い、より一層の利便性が図られました。
・舗装整備を実施することにより、道路の損傷による事故やタイヤのトラブルを避け、安全で快適に走行できる道路状
態を確保することが出来ました。

220.0 510.0

評価に係る第三者機関等の活用の有無

活動指標 単位 28年度 29年度 30年度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

契 約 の 目 的 契 約 の 方 法 契　　約　　の　　相　　手　　方 契 約 金 額

交 付 金 事 業 の 評 価 課 室
交 付 金 事 業 の 担 当 課 室

交 付 金 事 業 の 契 約 の 概 要

18,522,000

交付金事業の成果目標及び成果実績

計


